
（別紙３）

〜 ２０２４年 ８⽉ ３１⽇

（対象者数） 8 （回答者数） 8

〜 ２０２４年 ８⽉  １⽇

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

○昨年度より専門職の指導の元に⾃⽴課題に取り組んでいま
す。職員のスキルアップを計ると共に、利⽤児に合ったプロ
グラムを提供していきたい。

2

○外部研修や、施設⾒学で得た知識を現場にフーィドバック
し、サービスの向上に努めます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
○法⼈内の施設のこどもと交流するところから改善に向けて
いきたいと思います。

2

○事業所独⾃のホームページが無いため、今後の情報発信の
方法を検討します。

3

○事業所名 ロザリオ発達支援センター ふたば保育園 （児童発達支援）

○保護者評価実施期間 ２０２４年 ７⽉２４⽇

○保護者評価有効回答数

２０２４年 ７⽉２４⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃己評価表作成⽇ ２０２５年 ３⽉ ２４ ⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

○保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域
で他のこどもと活動する機会がない。

職員が保育園や幼稚園等に訪問していますが、こども同士の
交流は⾏われいないません。

○定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事
予定、連絡体制等の情報や業務に関する⾃己評価の結果をこ
どもや保護者に対して発信されているが認知度が低い。

〇法⼈の広報が年４回、施設からのおたよりを年４回、来⽉
の予定を毎⽉ご家庭に発送しています。また⾃己評価に関し
ては、法⼈のホームページにて公開されていますが、認知度
が低いようです。

⼈員を基準より多く配置し、１対１の関りを⾏っている。ま
た季節を感じるプログラムと共に専門職の指導の元に⾃⽴課
題や体づくりを実施しています。

○各プログラムの実施に関しては専門職と連携し⾏っています。

質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言
を受けたり、職員は外部研修や施設⾒学に参加しています。

○理学療法士や言語聴覚士や公認⼼理士から助言を受けて支
援を実施しており、他法⼈の施設⾒学や外部研修に参加して
いる。

事業所における⾃己評価総括表公表


